
カによって持層状燃焼物が-皆の成合韓として移動す

ることによってできる｡摂政燃焼はこの私製の空間に

より黙iネルギーの供給や酸化力ある涜動St.t体の作明

が蛇 されるために反応遜鑑が速くなるので起る｡

(4) 従がって競助臨晩は屈状亀裂に作なって現わ

れ,私製のど･/チはポ歓の周Bk'数に開店し,私裂の幅

は頼揃に関係する｡

(5) 仮比託の小さいほど,又還元剤粒-子の経の大

きいほど弼朝敵 ま激しい｡附故管の場合,便朗管よ

り故しい.

(6) 密閉管の槍合,仮比誼の小さいほど燃焼伝括

誼度が大きいのに開放管では過の結果になること,直
航式が筋管式より燃焼伝播避妊が遅いことなども上述

の軸 によって説明できる｡

(7) 摂鵬 を少なくすることが捗時的皮向上に

必襲であるが,それには泡銭を均一にしかもできるだ

け雅にし,管体内の婚時米はできるだけ軸かないよう

にし,又盈元荊粒子は細かくすることが必要である｡

分解生成ガスの蓋はあまり多くなく,又分解迎度も違

いガがよい｡
文 献

I) 米田,疋田:エ火 1685(i955).

2) 小川 :肴捧科学浮浪 (工業争理学山盛 (1957).

日刊工菜薪田杜｡)

3) 若雌 :エ菜火英協JlC恕串池波会 (1957).

4) 中風 疋田:エ火 20356(1959).

5) 中風 疋田 :ibid.20275(1959).

6) 雷同 :ibid.2050(1959).

SttldiesonDelayPoyder8(rV)

TheOscilhtoryBumingofDelayPowder8.

Sh6jiNaknharaandTsutomuHikita

Oscillatorypropagationisobservedinthe

bumingofdelaypowdcrsandatthesame

timeimmediatelybehindthewavefrontthe

layerwisecracksareproducedwhich may

beintimatelyrelated to theoscillationof

theburning.Waveleng一hsandwidthsof

theseoscillationschangewitllloadingdcns･

ity,diameterofredueingagents,construe-

lionsoEdelayelementsandsoon.Amech･

anismofoscilLatorybumingandreasonsof

appearanceOflayCrWisecracksorstriped

patternsareexplained here.An drelations

betweentheaccuracyoEdelaytimeandthe

oscillalory buming oEdelay powders are

alsostated.

ロケット火薬の形状に関する考察棒に内面･等'奔

燃焼の場合について

研 水 武 夫*

Ⅰ.鎌 首

ロケ･/ト火薬の形状の設i糾こついては多数の文献が

あるがl)それ噂は一校に先づ或る形状を与えてそれが

如何なる燃焼特性を示すかな考鼓したものである｡然

るに宍用に当ってはェ./.)./の智東する性胎 こ対して

如何なる形状が放適であるかな定める必啓にiBられ

岡持35年3月8E3受理

4 大n太七/'f･イド株式虫tt･拍存火工株式余技

14

る｡この掛合従来の投此艶話によれは何 形々状や条件

を前転として計罪しこれ噂のうち何れが忠通であるか

な暗振する等所謂和 ぎ瀧 によらねばならない｡

本文の目的は代翻 りな各感の診恥こついてその設計

現品相瓦を放適する相似条件を見出し全体として舞め

てIrJ3映な統一理由を砿投し,以って上妃の如き投計上

の欠陥を除去するにある｡

本文では現在及び将束の先用上の蛮淡を考慮し内面

(92) エ粟火熊協会;汰



噂斉燃坑の場合を主として述べる｡

Ⅰ.形状放計の一般板金

業矧 土各部均質であるとする｡役計に当っては火薬

の燃焼表面税と燃焼時間との二つの襲来が前足される

のが通常であるが,単にこれに応じて火薬の形状を設

肝することは必ずしも乾布ではない｡ただこれを鼓も

経済的な容掛こ収め得るように火難の形状寸度を定め

なければならないところに間超点がある｡

先づ火薬が薄い1)ボ1/状のものとし,その片面から

のみ燃旋する場合を考える｡即ちEZTl,al,blの如くな

る｡但し小さい矢印は燃焼が進行する方向を云す｡設

計に当ってはこれをなるべく小さい容群中に畳みこむ

ようにしなければならない｡即ち同国a2,b2よりa3,

b3の如くなる｡ これ等は燃焼面銃が等しいので近似

的に同一の燃焼状況を示すものと考えられる｡

÷
…
一二∵

田
感
.-⑳

(也) tb)

Fig.ICon点gtuationsoEribbonpropellant.0
火葬が相当に厚い一役の場合にも大体以上の考えの

もとに設計を進めるのであるが,この場合には火薬の

撰曲部に於ける燃焼両税が時間とともに変化するので

更に細部の考察が必啓になる｡

Ⅱ.記号及び定慈

火薬はその長辺について同一形状の棒状又は管状と

しその両鴨は燃焼を防いであるものとする｡即ちその

長辺の表面に直角な断面 (以下火紺 面という)の形

状寸度は長さに沿って各部同一とする｡その断面につ

いて次の記号及び定義を定める｡

W:設計基準案醇 (設計米厚),殻計上に用いる仮

想の最短薬厚であって例えば園5,6に示す如くである｡

W′:製造薬厚,策際に枇 する場合の兼厚であっ

て,例えば図5,6に示す如くである｡W'はWと一致

する場合もあればそうICない掛合もある.

L:惚暁緑長,芙時刻に放ける火難の燃旋面の火某

Yol.21.No.2,7雪BO

断面との交線の長さ｡

I:燃焼紋の部分点

1･:火其の外半径

1J:火難断面に於ける設計単位の故 (炎起の数,又

は多角形の角数,歯数等)

0:一つの設計単位に応ずる中心角 (多角形の一迫

に対する中心角)

0′:火菜断面中錐形突起萌の項角

eb:同上その底角 (図5参照)

p:円弧に対する中心角 (図5,6参恨)

S:故計基準菜厚に応ずる等斉燃焼部分 (又は等斉

燃焼に近似した部分,囲 7参照)の火難断面琉

S':捷片の火薬断面私 S′′:.Tl.)よりS+S'を汲

じた現玲螺

O.'火薪断面の中心点

〆:発起点または会合点 (後述)

中立紋 :常に燃煉面に直角をなし,燃焼の進行軌跡

を現わす韻をいう｡例えば図5,6中 o'tJ又はo'IJ′な
る殻鎖線にて表す｡

発起線 (発起点):火薬断面にて燃焼の発起する仮

想の扱 くf?.･-.)をいう｡例えば医5,6申0校(o'点)に

て京す｡

軸旋紋 :実際に燃坑を開始する税の粥であって鰍

開始両と火紫断面との交線をいう｡例えは図5,6中b

税にて戻す｡

仝合挽 :火薬断面にて二つの燃焼所の燃焼の進行が

会合する紙をいう｡例えば図 5,6申 oILなる鎖掛 こて

表す｡

会合瓜 :火対断面にて燃焼曲両の燃焼の進行が会合

する点をいう｡餓えは図69点にて示す｡

内面 :中立線が発散する方向に燃焼する火車面

外面 :中立根が交叉する方向に燃焼する水菜面

燃焼防止面 :燃醗防止の為に加工してある火東面,.

例えば図 2,cc'取にて示す｡

Ⅳ.基礎燃焼形の考察

4･1燃焼に関する基礎仮定

燃焼は常に燃焼面に直角なる方向に進行し,その遠一

度は各部同一であると仮定する｡乗除には集兜の不,5.

-,火薬ガスの流動博 の不均一噂によって必ずしも

この仮定の如くならぬであろうが壬),鮮験的に近似亀

川として成立することが認められる｡またこのような

仮定のもとに設計を遂行すれば理想と実際との藍異を

淡めその僻Eaを究明し修正法剛をそれより見出すこと

も可能であろう｡

4･2燃焼体の基本形

発起紋または初班憩の設計はここでは在W,円の二

つに限る｡その他祝徒な曲酸形も考え得るであろうが.

(93) 15



契軌 こはこの二つの組合せにて十分代用し縛る｡

火紫が厚みを有しこれが制限された容器内に盈みこ

まれたときは一段に燃焼両税は時間とともに変 り,こ

れが為に内圧,低能迎瓜 地力が変化する｡而してこ

の酸合の調節は部分的に内,外面飽晩を適当に組合わ

せることによって行われる｡

燃篭絡の彬 としては図2申 (a),(b),(C)の

三棚が挙げられる｡即ち (a)は平行体であって二つ

の燃焼面が平行し互に反対方向に然牧するもの,(b)

は外而厨形休であって払暁面は一皮 o'を虫合点とす

るFlJ孤をなして燃焼するもの,(C)は内面屈形体で

あって軌箕面は一点 oJを中心とL o/を児起点とし

てそれと反対方向に燃焼するものである｡著し (b),

(C)にて句p,黄昏Wの舷が'_rt:に相等しい ときは両

亡

J

t'∩

=

H

〓

山

【

く

′ヽ

-I -: -I --

占tt●:

(A) (i) (I)

rLL) くe)Fig.2(a),(h)and(C
)LlrCthethreepartialEundaTnCntalconLigumtions

,dntt(())llnd(e)thcpatternsoEASSOCiAti

onof(a),(b)and(C).･薪の鮎 面紋

の和 土常に変らず,この班:.'_I-･d･Pである｡

従って (a),(b),(C)の三つの基蕃形を適当･

に組合わせるときは放牧両税の不安な所謂噂芹燃現が柑られる｡l司区 (d),(C)はその例であり,残片

(禎封紙の部分)

の燃境を除けば等斉軌牧を示す｡4･3交換法則外面田形体と同一放牧相生を有するJqi体が存在し,

従ってこれ噂相互の執

',可能である｡これを本文では軸 11と称する｡

図3に於いて主剤Jlなる外面財形終に時価な箆棒の戯n･

を右列Bに示す｡即ちEB'体は二つの相噂しい荘角三角形 J

JJn〝′が会合扱 JI川′にて相接した形である｡nlllは燃耽税であってその長さを固形陣の燃呪税長の

孝介 ÷ pw に乱 くと｡,〟,i,.沖 立駅 あって

その長さを扇形柊の半解Wに等しくと

る｡従って錐体の琉角は16 (94) A ら盛 轟FitE.3Corre

spondencebetweenroundandrhombicpartialconfigurations.

･"-n≡o′=2arctan号 (1)また域角

は/･,･,/,･=o〝-2arctan÷ (2)

にて誠わされる｡即ちこ11

時は棒形角t･にのみ開床し戦犀ttlには閉路しな

い｡この交換法則は特に内面放牧に於いて外面固形

件を錐体にて交換しエソジン内の空疎を有効

に利用する為に放姿な法則である｡4･4組合せ

突遵性状虫の空範を有効に刊用する為に究陰には更

に苛々に形を組合わせた条虫を用いるの糸通常である

｡これ噂は部分的には通常平行棒,外面固形件又は糞

侍より成 り,噂斉燃焼の為には平行棒以外の部分は同

一火罪噺市中に存する



この場合考え得る突起の形は囲 4,(zL),(b),(C),

(d)となる｡これ噂の薬厚が互に相等しいときは燃

炉時間は同一となる｡これ等の中で (b),(C),(d)

は表面が多角形をなしている為に懐疑野長は円の場合

よりも長く,このことを設計上利用する場合が多い｡

その各々の低暁紗長Eは次式で表わされる｡

a:I/w-.7

b:～-=2cot; ･4tan;

C:N--0,･2cot;
a:I/W-4

(3)

即ち Z/W は (a),(d)の静合は一定であり,(b),

(C)の粉合は折角 0′の函数であって 0'が小さい

ほどこのmI王大きくなる｡(b),(C),(d)なる形は

p>=なる内面扇形掛こ対応するものであって内面燃

焼火薬の'ArL抑こ適する形である｡若し以上の四つの形

にて支打を生ずる如き場合には適当に多角形の角軌を

相加することも考えられる｡

V.火花断面設計上の基本形式

5･1同心円形式

これは故も価蝉な形であって断面が円形な管状薬の

中に伺じく断面が円形な棒決の火薬を卿入したもので

ある｡この均合金捌晩級長と第匹との比は

t./W-4=

であって帯群燃焼が得られ る｡(但し放外面は燃焼防

止両とする｡)

5･2内面詔形体と捷形突起との抱合せによる形式

(スター形)

(1) ♂/>♂なる場合

図 5,(a)はこの場合の火薬断面を戻す｡左囲中央

の共珊皿形の税aは発起録であり,円現品形の放bは

初煉技である｡筏者は斑道上の罪易,茶の扱紋的改庇,

使用粂作,燃境持性等を考足して定める｡右国はこの

設計郎位部分を表したものである｡

これより噂斉払暁を条件として次の諸関係が得られ

る｡

0--9-28,ctan一㌢

2♂′=2arctan-
P

oG- arCtan一㌢

TV/r=
1+SinO3

-か
Sln

Yol.ZT.7Jo.2.1eSO

l■

'′▲/一 〇Fig.5htern81burningconLiglJr8t
ionsoEstarEorm,(a)0′>Can

d(b)0′<0.L/W-nZ/W-1tP=S/wf (

8)L/T-(L/W)･(tL･/r)



S,/頼 ! [;i (1-苧)-言(･芋)2]

(21)

S′′/.TrZ=1-(Shrtl2)-(S'/T:rZ) (22)

O,･-W/sh喜o′ (23)

(3) 0′-0なる秒合

この形はtZl5,(a)にてこつのmが,(b) にて二

つの o'が互に相来った形であって (a)の場合は

9ニ=,(b)の場合は p-0である｡このような机造

忙よって残片の燃焼を除いては常に鰍 両税が一定で

ある｡漸元の関係は

T･/W-257,0-61つ58',ll-5崩 ,I/W-7:

となる｡この形は最も空間利用率の芯いく理点上ICO/Q.I)

●形ではあるが角数は 5.54なる蛸故となり近似的に6

粂現旋形となる｡これは理由上のもので乗腔には矢田

↓柑ねであろうか｡

(4) 既計清元

以上三つの場合に就いて夫々の朴罪式により求めた

丘計の為必替な主賓妨元の債を例示すれば蓑 lの如く

.なる｡

袈1 スター形に関する故計甜元

nl o I o′l pttu/rこL/rLs/･TT,f′/･TrZ

: ::li ::- ･;≡:'i' '_i .::≡; :'''喜 :::'･;

5･3内面霜形体と組合せ央劫との組合せによる形式

ギヤー形)

(I) 0′>0なる場合

団 6,(a)の圭園はこの場合の火範断面を,同右図

pはこの投鮒神位部分を余す｡徒者に於いて封鋲の部分

･ほ噂芹燃焼をする等であるが,o'n′/Il′/o'なる弧体の

部分が時務鰍 せず時間 とともに燃焼面税を増加す

る｡この相加分を打消す如く突起瑚部の形を国 4,

(C)に示す組合せ突起の形に俸正してある｡

これより辱斉燃焼の条件のもとに次の粥係が得られ

･る｡

0-9-2arcsin古 くu)
ttI

O,･2cot;-0･= (25)

1̀8 (96)

Fig.6InLemalbumingconLiguraLionsof
gearLorm,(a)0'>eaJtd(b)0/<

0.L/-=〝
iC･･7-｣訂. 2cobr

-insin2一三 +(ニー1)p)-S/-
, (2

6,iq

L/r-(L/W)･(W/1･) (27)

S/wf-吉(S/-7)･(W/

r)t (28)S,/gp-‡(;)2lt(･:r-1lprcsin1

1 1エーl I- arcs,nl rlW

一言(29)iTtJSW/ft'=1-(S/=T')-(S'/=r') (30)



L/-=nltO小 一1 0,-･2cot-csin
slnす

三三 十(三1 1)PIJ-S/- 2 (36)
iq

W
oP=~二.~ず

slnす
(37)

(3) tLI/Tの防界倍及びこれに応ずる L/rの償

図6にて知られるように,W/rの値を庄恋に探り得

る成る乾餌があり,その最大の臨界値が存在する.こ

れは Pn-0なる条件により求められる｡

(34),(35),(32)式よりこの条件を考成して

r/--1･声 声 苛 (38,

また (26)式に ♪〝-0なる条件を代入して

L/-=nte･n･(三-1)pi (39)

この=式より荘界依 (叫r)m8Ⅹ及.V!これに応ずる

くL/T)Cを求め得る｡(同感にして臨界値 (S!.Tr2)C,

(Sy/汀rl)eをも求め得る｡)表2はこれ等の値を戻す｡

浜2 ギヤー形 (叩/T)Tna¥ の倍及びこれに

応ずる (L/T)e

11 F (W/r)m8Z

(4) 隈計妨元

この形について計昇により求めた立寄防元の倍を例

示すれば衷 3の如くなる｡(表中抱耽内の数字は W/r

の酷界倍以上に施し宍在はしないが緑園措両の鑑定上

徹せたものである｡)

訴3.1ギヤー好打,tdrに応ずるL/rの僅

Ⅴ○t.21,No.2.198D --a3.2ギ

ヤー形n,W/Pに応ずるS/.Trl

の倍nT< rlo･10l o･141 o･22lol26l o･30

67

S:7田l′07′0000598和光E,班∩)000lヽ)838刃6570打0000819--8N943
117

5′0

0

(U
h

U0洪3.3
ギヤ

ー診ガ,W/1･に応ずるS'/汀rlの億o･10巨 14(0･18lo･22Jo･26

I o･305･4準ギヤー形 (波形)これは

図 7に示す形であって純粋に等芹悠枚はしないが

近似的に唾石脚 として用い得るものである｡通常この

形は単軌に用いられることは少なく前述のスター形の

e′>eなる形に接続して用いられることが多い｡よってこのように填統されるものとして述べる｡

〃Fig.71ntcrtlalbtlrnirLgC
OtlGgurAtionoEwaveLormattachedt

otheendofthcstar.スター形の兼

官及び燃焼掠長を夫々wI,Ll.改形の薬FFを tul,

これに応ずる燃焼校長をL2,全案厚を W,両者の接続

部の清元を添字 tにて,準形の終末に対rSする諮元を添字Jにて

戻す｡然るときは次の括開床が得られる｡

o-p-2arctan警 (40)

od-arCta

n晋 (41)ト 竺三Wl
.0.1- - Sin

竺 王

t〃lL1---7,Fqり

(97) (42)(1･:)(0･ 28- )



sy/wr2-描 -pi'(苧)‡
-(1一票

sin警i (48)S/花r2-1-

S'/汀7･モー 彊(T)2･(ト 苧)T sinyJ (49)

この形の設計に必穿な主要諸元の計罪.供を戻せば表4の

如くである｡袈4･1波診 W2/wlに応ずる

L2/I.1の倍㌢ヾ 空
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Zの倍0.087i 0.072

0.0390.02

6oT蒜2言､聖 o･40! 0･44f

15 0.021i 01018 0･Ol
SiO･01320

Ⅶ.投計諸元の相似性と各種基本形の特性6･1

設計托元の相似性以上に放ける設計語元の升井公式を通覧すると設計

主要終元たる L/t･,S/が ,S'/.Trrt噂は茨

形を除いて一段に角数Jl及び W''rの函数として表わ

される｡即ちこの場合IZ及び W/T.の僻を相等しくする二つ

の火薬は L/r,Shrr2,S'/が をも相噂しくすると

いう相似性が成立つ｡この中で投も孤寮なものは L/1

'-W/rに関する相似性である｡即ち W/T･は火薬

の燃焼時間を代表し,〟rは推力を代表するからこの関

係が設計上の基姥になる｡また S/汀T･2 に関す る相

似性は設計基準黄昏tuを採った場合与えられた燃焼

室空間が火累によって占有される割合を大体表わすから,

空間利用率の半断に道する｡また S′/.Tr2 に関

す る相随 は姓片に附し質笑した火弟が無効に消勢され

る邸合を半断するに適する｡こ

れ噂により設計上の目的に応じて界際の火薬の形を定める

ことになる｡この相似性の関係を表すと

図 8,9,10の如くなる｡2/i t I}0′ナ′一/1′さ
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versusw/r･さく,tLJ/'rの変化に対し

てこの位があまり変らないのが持敏であろ｡即ち推力が比校的

低く且ほぼ一定であり燃焼時間を角致nの逢沢によって

調節する如き槍合に透当する｡なお茨形に接

現するときは近似的に等斉惚境を行 うことが出来るので

tL･;rの乾田を夏に大きくすることが出来る｡従

って比校的長砂時低推力を要求される助合の設計に適当す

る｡S/7rr･2の倍は角放tJによって苗しく

好瞥されTZ=5,6のと

き放大である｡即ちこの均合の空間利用率が濃も高い

｡S′h=t･Zの俵はまた角故によって甚しく影

辞され･固執 二m-5,6のとき放大である｡即ちこの場

合は浅片VoI.21.No.1+1960 の大き

さもまた大である｡即ち ′- 5,6なる役計では有利

な要諦と不和な襲粟とが相耽ヴ 〔いる｡然しながら鰍

終末を野形に接続するときは tt,/,･の糊加とともに放片は小

さくなるから,この不利な彫轡を或る程度除去することが出来

る｡(3) ギヤー形 :L!rの愉 土スター形に此攻し

て大きく,角故nを一定

とするとき W/rの増加に対 してL/rの妖少が欝しい｡この傾向

はtlを柵すに従って大となる｡W/rを一定とするとき

は t･/rは′りこより変化するが,一矧 こL/rの放六

倍が存在する｡この鼓六倍を示すnの倍は W/rの値

によって見る｡従って図8に示す如くL/r～tt･

/'rの曲執 ま,JをパラJクーとする包終紋を形成

する｡ギヤー影は㌫計上 I･/'r-W/Tの実用近

田が広く,従ってその適用泣用が広いことが同EiZにて知り得

る｡S訂rZの鰐はTlと tL･/rの跡こ.t

つて改雑な変化をなし, 〟をパラノクーとする包終t.魚を形成する｡よ

ってnG=5以上の曲級ではwIrの或る伍に対して

S/がの短大低が存在する｡即ちこれは空間利用率を忠犬ならしめ

るような最適弄醇が存在することを示す｡而して一般

に空間利用率が最大なものは n-6の場合であって,その放大瓢土tv/r

-0.27附近にある｡S'/汀r2の債は｢股に 11,W/rな増すに従って均

す｡この形はスター形よりも短砂時荊推力な変求され

る場合の設計に適する｡(4) 蹄形 :この形はス

ター形に按枕したとき特にその効絹が大である｡而し

てこの粉合は総統練長の此L./L,と筏片 S'/が の餅が開田となる｡7･2/

I･1の倍が 1に近いときは近

似的に等斉放牧と電放される｡この位の例を拳:デると n=6,tL･l/wL--〇･5にて I･2/LP

1.I,また 7'--6,

tt･1;'W1-0.8で L2/Ll-l･2であるonを増

加すれば三一鼓にL.の増加執ま小さくなる｡従っ

てどの程度にこの変化を許し柑るかは剛 比 の目的によって定められ,これよ

り黙醍 W'が定められるos′/.T'･2の倍は W/rが増加し,ま

た,･な灼加するに従って紋少する｡ Ⅶ.理 告 の 応 用

目的



但し P2はノプル出口圧力である｡上式より

AEP.-¢2(P,,Ae,L･,F/こp) (51)

としてAEPlなる倍を求める｡次に火薬の標準比推力

t'Bを既知しこれよりRTなる倍を求める｡但しR

は火薬 1kgについてのガス恒政である｡この罪式は

RT-誓 ･与gI･･2/(ト(普 )誓IJ,
(P"-P,) (52)

ここにP2｡はノゾル出口圧力で標準大気圧に等しいと

し Pl一は所定の郎 燃焼菜EEカで例えば 70kgJ'cmZ

とする｡単位時間に放ける火葬の所要燃焼孟Gは,読

宜修正係数を EGとして
●
G/,ro-¢ユ(̂tP.,RT) (52)

一万に於いて薬長を L,,鰍 迎庇を T.とすればe

l王

G=三L,,･L･1b･Pp

但し rbは内圧Pl,薬温 TJ'の函数であって

TTb-軌(P"Tp)

また ppは火薬の密度である｡(53)式より

L aL一一一J戸=- 1
r LJ,rbPbl･

にて L/rが求められる｡

次に燃焼時間 Lbは献 策厚相'な n にて験して

Ib-W′/TTb (56)
設計基準集醍 W とW′との脚係は靭道上の条件,業

の性質,燃焼特性等を考庶して予め定められる｡即ち

u//W-A,.ん｡<1 (57)

(56),(57)式より

警 慧 (58)

次に図8に (55),(58)式によって求められた L/T
及びtu.IT･の債を適用して角数nを決め,これと本文

の諸式を利用して設計寸庇を定めることが出来る｡ま

た W/Tの倍を囲 9,10に適用してSJ;rr2,S′/=r2の債

を求め得る｡よって所要英宜Gは

G=打ruJ,PJ,((S/汀T･2)･kL.+(Sy/ZrrZ)I (58)

Ⅷ.括 輪

(I) 内面呼声燃焼黙形についてnをパラノクーと

する L/r-W/rなる相似性を見出し,設計に関する

一般理論を献立し柑た｡また S/Ere,S'/汀r2について

も同様である｡

(2) この相似性を考察するときは集宿し得べき種

々なる藁形は各 軌々白の適合依城を有することが判明

した｡

木桁を終るに険し平楽より指等を賜わった大日本セ

ルロイド河内工場長川井苑氏に深甚の謝意を蓑する｡

なお本研究は昭和35年2月26日宇宙科学技術シ1/ポジ

ウムにて発薮した｡
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ConBider8tiononSolidPropellantGrain

Configurations 瓦specially im CaseOE

htemalNetItralBtLmi ng

TakeoShimigu

Theaim ofthispaperisto点ndsimilarity

relationsofbumingarciI,Webthicknessetc.

amongsomegraincon丘gurationspractically

used,especiallyincaseofintemalneutral

sidelmming.

22

A con触urationofagrain crosssection

generallyconsistsofthreekindsofpartial

units,whoseburning surfacesareparallel,
extemalrotJndandintemalroundasshown

by(a),(b)and(C)inFig.2.Itisimportant

(LOO) エ禁火妾協会漣



toknowtheexistenceoEzlrhombicI)nit

whichhasthesamebumingcharacteristic

bSaeXtemalroundunitaSShown inFig.3,
andthiscorrespondenceprincipleiseLfec･

livelyapplicdtomlingtheportareaofthe

grainbytherhombicunitinplaceofthe

TOund.

ThecharacteristicsofgrainconLiguradons

-aredisctlSSedmainlyincaseofstarandgear

EormswhichareshowninFig.5and6

respectively.We丘nd thatL/T･,S/JTlJ and

･S'/Trr2areJunctionsofw/rzmdn,wherei

isthelengthofburningline85Shown by

sym bolbinFig.5,T･theradiusofthe

grain,SandS'thecrosssectionalareaoL

thenetItralbtJmingpartandthatofthe丘nal

.gmin frzlgment reSpeClive]y,w the'web

thickness,andlJthenumberoEtheunitcon･

点gtmtionSinonecrosssection(forexample

inFig.5thetJpperShowsll-64nd the

一owerlJ-4).

ThectlrYeSinFig.8,9and10shoIVthese

relations.andwe丘ndinthem thatifthe

twodiuercntcon丘gtlrationshavethesame

valuesoEw/T･andJI,thentheirvaluesof

L/r,S/;rr'andSY/.TrmustbcequaLThis

theoryshouldbeveryusefullyappliedto

designimg.

Thewavecon点guration,showninFig.7,
ShouldbeconnectedtothewebendoLthe

starEonnanditshowsnear)yneutralbum-

ingchamcteristic.

(DainipponCellu一oidC0..1ndHosoyaFire･

worksCo.)

TNTに対する光の化学的作用

野 村 羊 萄汗･阿 部 武 弘*

Ⅰ.拝 す

日光にさらきれると,TNTが紫色をへて次卿 こ鴇

一色に苛色していく卒は古くからよく知られた都であ

る｡この TNTに対する日光の化学的作用は,TNT

･の不安定化の原因の一つとして研究されて来て替り,

これに関して投つかの報告もある｡TNTを日光にき

ちすと,KrAnZと Donatl)はピタl)ソ蕨とト1)ニt.

pペ-/./イアタ蕨が生ずる-と報告して居り,Schultz;

とG8nguly7)は赤色助充であるO-及びPihinonoxim

訴̀弔体が柑られると報告している｡一方,Lodati3)紘

-葡構敢ガスが発生すると報告して居 り,Mitraと

SrinivasAn一)は,日光照射の結果 TNT より発生し

たガスを帝アルカ))幕液に蒔き,その砕波を調べた所,

NO1- の瓜捗と明かな NO三一の存在が認められると

冒っている｡又,日光の照射を受けたTNTは,融点

-が供くなり7'-J8),感腔が誘くなるがl,a).狂度が低く

なるd)ことが潜められている｡

本共助では,同体の TNT及び TNTのエチルア

ルコール桁液に,頻外税及び可視光蚊を与えるE]光の

喝卵5Lr･9Jl22I】･Tr7g.
1+ 折柄大字挟■坑9t矢巾

YoI.21.No.2.1969

代りに,可視光根と紫外故とを別々に照射して,これ

ら光銀が TNTの吸収スペク トルにどの ような変化

を与えるかせ調べて見た｡

†.乗 敬

用いた TNTは市取の 2,i,6-I.)ニトf't.Jレエソ

をjチル7ルコールから3回再托して稲興した,m.p.

62.5oC｡エチルアルコールは市販の特級品を金tF5ナト

IJウ人で脱水按,分溜して再製した｡

可祝光較光廿としてはタ'/タステソのスポ･/トラt/

プ (100V500W)を 80V IC･任用し,紫外棟光政とし

ては†ツ〆超高圧水鮫ラ'/ブSHLS-1CO2A型を併用

した｡可祝光政及び紫外按の照射の場合,夫々.マツ

ダ色ガラスフィルター Ⅴ｣Y3A及び UV-D2を用い

たので,可視光緑としては約 430mfL以上の光を,梁

外輪としては約 300-400mF･の光椋を悶射した こと

になる｡何れの掛合も,光Im.装故から約 7cm彫れた

所に粥料を掛 ､て照射した｡ガラス窄群から帯出する

アルカ1)がTNTと赤色物死を作 る!ので.可視光線

或は紫外紙m射に際して,TNTのエチルアルコール

帝液は透明石英怨容掛こ入れた｡

浴液の吸収スペクトルは日立分光光昭光度肘EPU-2

(10L) 23




